
         

                         

【
管
内
の
概
要
】 

上
士
幌
森
林
事
務
所
が
所
在

す
る
上
士
幌
町
は
、
北
海
道
十

勝
地
方
の
北
部
に
あ
る
大
雪
山

国
立
公
園
の
東
山
麓
に
位
置
し
、

上
士
幌
町
の
総
面
積(

６
９
，
４

２
３
ha)

の
約
76
％
を
占
め
る

５
３
，
２
５
２
ha
が
森
林
地
帯

と
な
っ
て
お
り
、
と
て
も
自
然

豊
か
な
町
で
す
。 

 
町
内
に
お
け
る
国
有
林
の
面

積
は
、
森
林
面
積
の
約
89
％
に

相
当
す
る
４
７
，
３
９
８
ha
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
国
有
林
を

上
士
幌
・
糠
平
・
三
股
の
３
つ

の
森
林
事
務
所
で
管
理
し
て
い

ま
す
。 

上
士
幌
町
は
酪
農
や
畑
作
な

ど
の
第
一
次
産
業
を
基
幹
産
業

と
し
て
い
ま
す
が
、
北
海
道
遺

産
で
あ
る
タ
ウ
シ
ュ
ベ
ツ
川
橋

梁
、
日
本
一
広
い
公
共
牧
場
の

ナ
イ
タ
イ
高
原
牧
場
、
源
泉
か

け
流
し
温
泉
の
ぬ
か
び
ら
源
泉

郷
、
日
本
一
歴
史
の
あ
る
上
士

幌
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
、
観
光
も
と
て
も
盛
ん
な

町
で
す
。 

な
か
で
も
タ
ウ
シ
ュ
ベ
ツ
川

に
架
か
る
タ
ウ
シ
ュ
ベ
ツ
川
橋

梁
（
通
称
め
が
ね
橋
）
は
糠
平

湖
の
水
か
さ
が
増
え
る
６
月
頃

か
ら
湖
面
に
沈
み
始
め
、
８
月

頃
に
は
湖
底
に
沈
み
ま
す
。
水

か
さ
が
減
る
１
月
頃
か
ら
凍
結

し
た
湖
面
に
再
び
姿
を
現
す
た

め
、
幻
の
橋
と
い
わ
れ
、
毎
年

全
国
か
ら
多
く
の
来
訪
者
が
あ

り
ま
す
。 

ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
森
で
あ
る
、
ぬ
か
び
ら
野
外

ス
ポ
ー
ツ
地
域
内
に
あ
る
ぬ
か

び
ら
源
泉
郷
ス
キ
ー
場
は
国
内

最
上
質
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
で

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
対
応

し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
コ
ー

ス
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー

の
後
は
温
泉
に
浸
か
っ
て
疲
れ

た
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来
ま

す
。 

【
森
林
事
務
所
の
業
務
】 

上
士
幌
森
林
事
務
所
部
内
で

は
人
工
林
の
多
く
が
主
伐
期
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
森
林
の
公

益
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
す

る
た
め
、
天
然
力
を
活
用
し
た

多
様
な
森
林
づ
く
り
を
進
め
て

お
り
、
ま
た
、
主
伐
時
に
使
用

し
た
林
業
用
機
械
を
地
拵
に
使

用
す
る
「
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
て
森
林
整
備
に
お
け

る
コ
ス
ト
縮
減
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
森
林
官
の
業
務
は

様
々
あ
り
、
森
林
資
源
等
を
把

握
す
る
た
め
の
地
況
林
況
調
査

や
、
国
有
林
と
民
地
の
境
界
を

確
認
す
る
境
界
巡
検
、
森
林
の

野
ネ
ズ
ミ
被
害
を
防
止
す
る
た

め
の
野
鼠
調
査
、
植
付
け
や
、

植
栽
木
の
成
長
を
妨
げ
る
雑
草

や
サ
サ
等
を
刈
り
払
う
下
刈
り
、

間
伐
等
の
各
種
請
負
事
業
の
監

督
・
検
査
業
務
等
な
ど
も
実
施

し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
事
業
実
行
に
欠
か
せ

な
い
林
道
や
作
業
道
に
異
常
が

無
い
か
を
常
に
意
識
し
、
融
雪

後
や
大
雨
の
後
に
は
速
や
か
に

点
検
を
実
施
し
て
安
全
に
通
行

が
出
来
る
よ
う
努
力
し
て
お
り

ま
す
。 

 

エ
ゾ
シ
カ
の
狩
猟
期
に
は
注

意
喚
起
の
「
の
ぼ
り
」
や
看
板

を
、
林
道
や
作
業
道
の
入
り
口

に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
平
成

30
年
に
発
生
し
た
、
痛
ま
し
い

狩
猟
事
故
を
二
度
と
起
こ
さ
せ

な
い
為
に
も
日
々
の
パ
ト
ロ
ー

ル
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

【
お
わ
り
に
】 

上
士
幌
森
林
事
務
所
に
配
属

に
な
り
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

初
め
て
の
土
地
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
色
々
と
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
後
も
国
有
林
野
の

管
理
経
営
に
日
々
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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タウシュベツ川橋梁 

大型機械を使用して伐採、地拵えを行っ
た事業地（一貫作業システム） 

ナイタイ高原牧場（総面積約 1,700ha） 


